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生きものたちの未来
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生きものたちの未来に学ぶ

生物多様性保全
の試金石

概要

国　　名 ： マレーシア　Malaysia
人　　口 ： 約2,657万人
首　　都 ： クアラルンプール
国　　土 ： 約33万平方キロメートル
言　　語 ： マレー語、中国語、タミール語、英語
宗　　教 ： イスラム教、仏教、儒教、ヒンズー教、
　　　　　キリスト教、先住民信仰
通貨単位 ： リンギ
平均寿命 ： 74.2歳（2005〜2010年推計）
国民1人当たりの国内総生産 ： 6,956米ドル（2007年）

Photo:マレーシア政府観光局、Mariko Tagashira、Hikaru Konno　
Text:Takashi Watanabe（editor's CAMP）

マレーシア『ボルネオ島』

と
し
て
知
ら
れ
、
川
沿
岸
に
棲す

む
大
型

の
動
物
や
鳥
を
探
す
リ
バ
ー
・
ク
ル
ー

ズ
、
夜
行
生
物
を
観
察
す
る
ナ
イ
ト

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
エ
コ
ツ
ア
ー
も

年
々
人
気
を
高
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

海
水
と
淡
水
の
混
じ
り
合
う
汽
水
域
で

は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
周
囲
の
海
に
は
美

し
い
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
が
無
数
に

あ
る
。
ボ
ル
ネ
オ
は
自
然
派
ツ
ー
リ
ス

ト
に
と
っ
て
ま
さ
に
理
想
の
楽
園
と
も

い
え
る
存
在
な
の
だ
。

　

し
か
し
今
、
ボ
ル
ネ
オ
が
そ
の
存

在
意
義
を
揺
る
が
す
窮
地
に
陥
っ
て

い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
島
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

も
い
え
る
生
物
多
様
性
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
の
だ
。
原
因
は
熱
帯
雨
林
の

減
少
。
無
秩
序
か
つ
急
激
な
森
林
伐

採
に
よ
る
も
の
だ
。

　

日
本
の
南
西
約
３
０
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
マ
レ
ー
諸
島
の
中
央
に
位
置
す

る
ボ
ル
ネ
オ
島
。
北
の
約
３
分
の
１
は

マ
レ
ー
シ
ア
と
ブ
ル
ネ
イ
、
南
の
約
３

分
の
２
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
領
有
す

る
、
世
界
で
３
番
目
に
大
き
な
島
だ
。

　

島
の
ほ
ぼ
中
央
に
赤
道
が
通
り
、
気

候
は
典
型
的
な
熱
帯
雨
林
型
。
一
年
中

温
暖
で
多
量
の
雨
が
降
る
熱
帯
雨
林
が

広
が
っ
て
い
る
。
熱
帯
雨
林
は
高
さ
80

メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
巨
木
を
は
じ

め
、
日
光
を
獲
得
す
る
た
め
に
様
々
な

植
物
が
天
高
く
生
い
茂
る
ジ
ャ
ン
グ

ル
。
こ
の
ボ
ル
ネ
オ
や
南
米
の
ア
マ
ゾ

ン
な
ど
、
赤
道
上
に
点
在
す
る
熱
帯
雨

林
は
、
地
球
の
大
気
中
の
酸
素
の
40
％

を
供
給
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
森
の
中
に
多
種
多
様

な
生
物
が
生
態
系
を
形
成
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
、
全
世
界
の
生
物
種
の
半
数

以
上
が
熱
帯
雨
林
に
生
息
す
る
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

　

ボ
ル
ネ
オ
に
は
２
２
３
種
の
哺
乳

類
、
３
５
８
種
の
鳥
類
、
途
方
も
な
い

種
類
の
昆
虫
が
生
息
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
固
有
種
の
ボ
ル
ネ
オ
ゾ
ウ
や
テ

ン
グ
ザ
ル
の
ほ
か
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

な
ど
世
界
的
に
貴
重
な
生
物
の
生
息
地

生物多様性保全
の試金石

熱帯雨林が生い茂り、希少な生物の宝庫として
古くから知られてきたボルネオ島。
南洋の楽園といわれてきたこの島が、
この四半世紀で劇的な変化を見せている。

かつては最強の首狩り族として知られた
イバン族など、様々な部族が存在する。

ボルネオにはウミガ
メの産卵場もある。

サラワク州の先住民
族に伝わる色鮮やか
なビーズ細工。

毎週、コタキナバル
では食品や日用品が
並 ぶ サ ン デ ー マ ー
ケットが開かれる。

宗教はイスラム教
が多くを占める。

サバ州にあるボル
ネオ最高峰のキナ
バル山（4095m）。
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生 き も の た ち の 未 来

生物多様性保全の試金石 マレーシア『ボルネオ島』
に 学 ぶ

パーム油は揚げ油やお菓子のほか、洗剤や化粧
品などに広く使用されている。

た
、
食
品
の
原
料
表
示
欄
の“
植
物
油
”

と
は
パ
ー
ム
油
で
あ
る
と
理
解
し
て
ほ

ぼ
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
タ
イ
ヤ
や

ロ
ウ
ソ
ク
、
植
物
性
の
石
け
ん
・
洗
剤

の
大
半
は
や
は
り
パ
ー
ム
油
が
原
料
。

パ
ー
ム
油
そ
し
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は
、
い

ま
や
世
界
中
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

現
在
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
が
パ
ー
ム
油
の
２
大
生
産
国
と
な
っ

て
お
り
、
ボ
ル
ネ
オ
は
そ
の
主
要
な
生

産
地
。
マ
レ
ー
シ
ア
北
東
部
の
サ
バ
州

は
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

開
発
が
特
に
急
激
に
進
ん
だ
地
域
だ
。

　

パ
ー
ム
油
は
作
れ
ば
作
る
ほ
ど
売
れ

る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
が
可
能
な
土
地

は
す
べ
て
開
墾
し
よ
う
と
競
っ
た
結

果
、
20
年
ほ
ど
で
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
サ
バ
州
の
森
を
瞬
く
間
に
侵
食
し

た
。
キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン
川
流
域
の
貴
重

な
熱
帯
雨
林
は
、
川
沿
岸
に
わ
ず
か
に

残
る
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
川

ま
で
開
墾
し
て
も
、
度
々
起
こ
る
川
の

氾は
ん
ら
ん濫
で
畑
が
無
駄
に
な
る
と
い
う
理
由

で
、
川
沿
い
に
薄
っ
ぺ
ら
な
森
も
点
在

し
て
い
る
。
生
息
地
を
追
わ
れ
た
動
物

た
ち
は
、
そ
の
川
沿
い
の
小
さ
な
森
で

生
き
て
い
る
。
動
物
を
よ
く
観
察
で
き

る
こ
と
で
人
気
の
リ
バ
ー
・
ク
ル
ー
ズ

は
、
本
来
は
森
の
奥
に
い
る
は
ず
の
動

物
が
川
沿
い
ま
で
追
い
や
ら
れ
て
人
目

に
つ
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

可
能
な
、
皮
肉
な
レ
ジ
ャ
ー
だ
っ
た

の
だ
。

　

ま
ず
は
上
の
写
真
を
見
て
ほ
し
い
。

マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州
の
コ
タ
キ
ナ
バ
ル

市
郊
外
の
小
高
い
丘
か
ら
の
眺
め
だ
。

一
見
、
延
々
と
緑
が
広
が
る
自
然
豊
か

な
風
景
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、
同
じ

植
物
が
整
然
と
並
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
る
だ
ろ
う
。
見
渡
す
か
ぎ
り
、
地
平

線
ま
で
そ
れ
は
続
く
…
…
。

　

こ
の
植
物
の
正
体
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
。

パ
ー
ム
油
の
原
料
と
な
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

を
栽
培
す
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
こ

ま
で
も
続
い
て
い
る
の
だ
。
わ
ず
か

20
年
ほ
ど
前
ま
で
、
こ
の
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
地
は
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
何
倍
も

の
高
さ
の
多
種
多
様
な
木
々
が
鬱う
っ
そ
う蒼
と

茂
る
熱
帯
雨
林
だ
っ
た
。
虫
は
う
ご
め

き
、
鳥
は
叫き
ょ
う
せ
い声を
上
げ
、
動
物
が
身
を

潜
め
る
。
人
間
は
と
い
え
ば
、
過
酷
な

ジ
ャ
ン
グ
ル
で
暮
ら
す
術
を
身
に
付
け

た
先
住
民
だ
け
が
、
狩
猟
し
、
木
の
実

を
採
り
、
計
画
的
に
木
を
切
っ
て
自
然

と
調
和
し
て
生
き
て
い
た
世
界
だ
。

　

木
が
切
り
倒
さ
れ
、
焼
き
払
わ
れ
た

後
に
作
ら
れ
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

入
っ
て
み
て
も
、
そ
こ
に
森
の
ざ
わ
め
き

は
な
い
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
木
に
ア
リ
が
這は

い
、
地
面
に
は
ネ
ズ
ミ
と
そ
れ
を
エ
サ
に

す
る
ヘ
ビ
く
ら
い
し
か
い
な
い
と
い
う
。

　

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は
西
ア
フ
リ
カ
原
産
だ

が
、
高
温
多
湿
の
気
候
が
栽
培
に
適
し

て
い
る
た
め
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
東

南
ア
ジ
ア
の
各
地
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培

の
目
的
は
パ
ー
ム
油
を
搾
る
た
め
。
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
の
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の

平
均
年
間
収
穫
率
は
、
菜
種
の
約
５
倍
、

大
豆
の
約
10
倍
と
、
ほ
か
の
植
物
油
原

料
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
低
コ

ス
ト
で
生
産
で
き
る
パ
ー
ム
油
は

２
０
０
８
年
の
世
界
の
植
物
油
の
消
費

量
第
1
位
を
誇
る
。
日
本
を
含
む
世
界

中
の
人
々
の
暮
ら
し
に
深
く
浸
透
し
た

油
な
の
だ
。

　

例
え
ば
パ
ー
ム
油
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト

麺
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
、
ド
ー
ナ
ツ
な
ど

の
揚
げ
油
の
ほ
か
、
マ
ー
ガ
リ
ン
や

シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ（
多
く
の
菓
子
の
主
原

料
の
1
つ
）な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま

　

４
世
紀
末
に
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

領
東
部
に
ヒ
ン
ズ
ー
王
国
が
存
在

し
た
と
石
碑
が
伝
え
て
い
る
。

10
世
紀
に
な
る
と
ブ
ル
ネ
イ
が
現

マ
レ
ー
シ
ア
領（
現
サ
バ
州
及
び
サ

ラ
ワ
ク
州
）を
支
配
し
た
。14
世
紀

ご
ろ
、サ
バ
と
サ
ラ
ワ
ク
は
独
自
の

勢
力
を
形
成
し
た
が
、16
世
紀
初
め

に
ブ
ル
ネ
イ
は
イ
ス
ラ
ム
化
し
、
サ

バ
と
サ
ラ
ワ
ク
を
含
む
北
部
一
帯

を
支
配
下
に
置
い
た
。同
時
期
に
東

部
や
南
部
に
も
イ
ス
ラ
ム
王
国
が

誕
生
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
商
人
が
渡

来
し
始
め
、
17
世
紀
に
な
る
と
ブ

ル
ネ
イ
は
弱
体
化
す
る
。19
世
紀

半
ば
に
中
国
貿
易
の
拠
点
を
求
め

て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
北
ボ
ル
ネ
オ

会
社
が
北
部
の
支
配
を
固
め
た
こ

ろ
、
南
部
で
オ
ラ
ン
ダ
が
各
王
国

に
政
治
介
入
し
、
保
護
国
化
し
て

い
っ
た
。こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
オ

ラ
ン
ダ
の
植
民
地
化
に
よ
っ
て
分

割
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

太
平
洋
戦
争
時
の
日
本
に
よ
る

占
領
を
経
て
、１
９
６
３
年
に
旧
イ

ギ
リ
ス
領
は
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
と

し
て
独
立
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
全
島

の
領
有
を
主
張
し
て
マ
レ
ー
シ
ア

と
一
触
即
発
の
事
態
に
な
っ
た
。そ

の
後
、
や
は
り
島
の
一
部
の
領
有
を

主
張
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
交

え
た
３
者
会
談
を
経
て
、領
土
問
題

は
現
状
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
１
９
８
４
年
に
ブ
ル
ネ
イ

が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
、現
在
の

形
に
な
っ
た
。ち
な
み
に「
ボ
ル
ネ

オ
」の
語
源
は
、
か
つ
て
島
で
勢
力

を
振
る
っ
た「
ブ
ル
ネ
イ
」が
訛な
ま
っ
た

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

20
世
紀
半
ば
か
ら
木
材
の
輸
出

と
ゴ
ム
栽
培
や
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培

な
ど
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発

が
発
展
。特
に
北
東
部
の
マ
レ
ー
シ

ア
領
サ
バ
州
は
、外
国
企
業
と
結
び

つ
い
た
開
発
が
著
し
く
、
熱
帯
雨
林

の
減
少
も
深
刻
化
し
て
い
る
。

ボルネオの歴史

　ボルネオでは珍し
い動植物を目にする
チャンスが豊富だ。
ボルネオゾウやテン
グザルなどのボルネ
オ固有の大型動物
をはじめ、ボルネオは
バードウォッチングの聖地でもある。大きなクチバシを
持ったサイチョウのほか、全身が真っ赤なサンバード、
鮮やかな青のショウビン、様々な猛禽類……見られる
鳥は枚挙にいとまがない。また、想像もできないような
昆虫のダイナミックな姿には目を奪われるはず。丸 と々
ゴルフボール大になる巨大ダンゴムシのタマヤスデ、
世界最長クラス（体長50cm以上）のナナフシ、世界
の蝶愛好家が憧れるアカエリトリバネアゲハ（写真）な
ども見ることができるかもしれない。

旅行者を魅了する動植物

column01

世
界
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

熱
帯
雨
林
の
減
少
で

脅
か
さ
れ
る
生
物
多
様
性

急
激
に
大
地
に
広
が
っ
た

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
だ
け
の
緑

560kmに及ぶキナバタンガン川
流域には、一面に熱帯雨林（緑）が
広がっていた。しかし、たった20
年でほとんどが現在のプラン
テーション（茶色）として開発さ
れた。熱帯雨林は川や海の沿岸に
途切れながらわずかに残るだけ
になってしまった。

アブラヤシの木は高さ約20m。直
径3〜4cmの果実が房状になっ
て木の上部に実る。日本人1人当
たりのパーム油の年間消費量は
4.4㎏。1人にプランテーション
約10㎡が必要である計算に。

上／熱帯雨林の保護区な
どで比較的よく見ること
ができるサイチョウ。サイ
のようなツノが特徴の大
型の鳥だ。
左／直径1mにもなる世界
最大の花、ラフレシア。3日
で枯れてしまう儚

はかな

い花。

■急激な
　プランテーション開発

20年前 現在

Photo:Bongoman



6　　　 Jan.20107 Jan.2010 

動物を保護する
だけでなく
根本的な問題解決に
世界が動き出す

　多民族国マレーシアの料理120品以上が揃うレストラン。日
本で唯一のハラル認定（イスラム法にのっとった食べ物を提供す
る証明済み）のマレーシアレス
トランとしても知る人ぞ知る存
在。現地の様々なスパイスや
熱帯特産の食材を使った料理
は、日本人向けにアレンジしな
い本格派。写真はフィッシュヘッ
ドカレー（1,680円）とマレーシ
ア豆のマレーチャンソース炒め

（1,260円）。
【営業時間】
月曜日 17：00〜23：00
火曜日〜土曜日 11：00〜14：30 
 17：00〜23：00
日曜日・祝日 11：00〜23：00

Data 

マレーシアの代表料理が120品以上揃う

東京都豊島区西池袋3-22-6 　
Tel：03-5391-7638　http://www.malaychan.jp/

マレーチャン（東京・西池袋）
日本で味わうマレーシア料理

　トレッキングやダイビングなど、様々なエコツアーを体験で
きるボルネオ。中でも熱帯雨林の動物ウォッチングができる
リバー・クルーズは押さえ
たい。キナバタンガン川
沿岸には、森の中にロッ
ジが点在している。その
多くでは宿泊料にリバー・
クルーズ代が含まれてお
り、スピードボートなどに
乗ってガイド付きのツアー
を楽しむことができる。沿
岸まで開墾され、分断さ
れた森の現状を知るため
にも、価値ある体験にな
るはずだ。

　ボルネオ北部の玄関口は、成田国際空港や関西国際
空港から約6時間のフライトで到着できるサバ州最大の街
コタキナバル。一方、サラワク州の最大の街がコタキナバ
ルから飛行機で1時間20分のクチンだ。クチンとはマレー語
で「 猫 」のこと。
街には猫博物館
があるほか、あち
こちで猫のオブ
ジェを見 つける
ことができる。年 
1 回 猫 祭りも開
催。世界の猫好き
が集まるユニーク
な観光地なのだ。

バラエティ豊かなエコツアー

column02

03
料
生
産
地
の
環
境
問
題
改
善
に
も
取
り

組
む
べ
き
だ
と
い
う
真
摯
な
姿
勢
が
見

え
る
。
２
０
０
８
年
に
第
1
号
地
を
取

得
し
、
２
０
０
９
年
11
月
時
点
で
４
カ

所
の
土
地
を
買
い
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。

少
し
ず
つ
だ
が
、
分
断
さ
れ
た
森
は
確

実
に
1
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　
“
世
界
の
肺
”と
呼
ば
れ
る
熱
帯
雨

林
が
作
り
出
し
た
酸
素
を
少
な
か
ら

ず
吸
っ
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
、
ボ
ル

ネ
オ
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
誰
も
が
見

過
ご
せ
な
い
問
題
。
熱
帯
雨
林
の
生

物
多
様
性
の
保
全
は
、
世
界
が
向
き

合
い
、
取
り
組
む
べ
き
問
題
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
エ
コ
意
識
が「
緑
の
回

廊
」と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
だ
。

も
、
つ
な
げ
る
こ
と
で
動
物
た
ち
が
自

由
に
行
き
来
で
き
る
細
長
い
森
に
な

り
、
最
低
限
必
要
な
生
息
域
が
確
保
さ

れ
て
生
物
多
様
性
が
維
持
さ
れ
る
。

　

計
画
実
現
の
た
め
に
は
約
２
０
０
億

円
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現

在
、
サ
バ
州
野
生
生
物
局
関
係
者
や
動

物
研
究
者
、
国
際
協
力
の
専
門
家
ら
が

立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
よ
っ
て
、
土

地
購
入
資
金
の
調
達
と
売
買
交
渉
が
行

わ
れ
て
い
る
。
パ
ー
ム
油
に
関
連
の
あ

る
海
外
企
業
が
賛
同
し
、
ボ
ル
ネ
オ
の

環
境
保
全
を
啓
蒙
す
る
グ
ッ
ズ
の
売
上

や
既
存
商
品
の
売
上
の
一
部
を
寄
付
す

る
ケ
ー
ス
も
増
加
中
。
計
画
に
協
力
す

る
日
本
企
業
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
に

は
自
社
製
品
の
消
費
後
に
与
え
る
環
境

負
荷
を
軽
減
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
原

捕
権
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
住
民
が

エ
コ
ツ
ア
ー
を
運
営
し
、
村
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
作
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
の
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
つ
ま
り
、

住
民
に
熱
帯
雨
林
が
貴
重
な
資
源
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
、
継
続
的
な
自
主

管
理
を
促
し
て
い
る
の
だ
。

　

そ
し
て
、
生
物
多
様
性
保
全
の
根
本

的
な
解
決
策
と
し
て「
緑
の
回
廊
」計
画

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
「
緑
の
回
廊
」計
画
は
川
沿
岸
の
開
墾

地
を
農
園
主
か
ら
買
い
上
げ
て
森
に
戻

し
、
分
断
さ
れ
た
森
を
1
つ
に
つ
な
げ

る
計
画
。
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
森
で

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
成
長

に
伴
っ
て
次
第
に
持
て
余
し
て
し
ま
い
、

捨
て
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
。
そ

ん
な
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
孤
児
た
ち
を

収
容
す
る
施
設
が
こ
の
セ
ン
タ
ー
だ
。

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
孤
児
に
幼
児
期
か

ら
木
登
り
や
巣
の
作
り
方
、
食
べ
物
の

見
つ
け
方
を
教
え
、
最
低
８
年
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
経
て
自
然
の
森
へ
還か
え

す
。

こ
れ
ま
で
に
受
け
入
れ
た
オ
ラ
ン
ウ
ー

タ
ン
は
約
８
０
０
頭
に
も
な
る
。

　

２
０
０
７
年
に
開
園
し
た「
ロ
カ

ウ
ィ
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
パ
ー
ク
」も

世
界
的
に
珍
し
い
施
設
だ
。
見
た
目
は

普
通
の
動
物
園
だ
が
、
収
容
さ
れ
て
い

る
動
物
の
ほ
と
ん
ど
は
野
生
生
物
局
が

密
猟
者
か
ら
押
収
し
た
か
、
森
で
孤
児

と
な
っ
て
発
見
・
保
護
し
た
個
体
だ
。

こ
こ
で
は
生
物
の
調
査
・
研
究
や
人
工

繁
殖
、
保
全
活
動
が
行
わ
れ
る
一
方
、

　

こ
の
小
さ
な
森
で
は
、
ボ
ル
ネ
オ
ゾ

ウ
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
な
ど
、
本
来
は
生

息
域
の
広
い
大
型
動
物
が
、
特
に
生
命

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
森
と
森

が
分
断
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
遠
く

の
個
体
と
交
配
で
き
な
い
た
め
、
多
様

な
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
ま
た
、
草
食
の
大
型
動
物

の
糞ふ
ん

で
種
子
が
運
ば
れ
る
こ
と
も
な
く

な
る
の
で
、
植
物
の
多
様
性
も
次
第
に

乏
し
く
な
る
。
熱
帯
雨
林
の
生
物
多
様

性
が
損
な
わ
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

世
界
的
に
貴
重
な
熱
帯
雨
林
を
も
の

す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
失
っ
て
し
ま
っ
た
サ

バ
州
。
そ
の
負
の
歴
史
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
か
ら
サ
バ
州
が
注
目
さ
れ
る
理
由

が
あ
る
。
密
猟
な
ど
を
取
り
締
ま
り
、

野
生
生
物
の
保
護
に
努
め
る
サ
バ
州
野

生
生
物
局
を
中
心
と
し
て
、
生
物
多
様

性
保
全
の
た
め
の
画
期
的
な
試
み
が
な

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

熱
帯
雨
林
の
伐
採
が
進
み
出
し
た

１
９
６
５
年
に「
セ
ピ
ロ
ッ
ク
・
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」は
設
立
さ
れ
た
。
森
を
追
わ
れ
た

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
、
力
の
強
い
親
は

殺
さ
れ
、
か
わ
い
い
子
供
は
ペ
ッ
ト
と
し

て
飼
わ
れ
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
品
に
な

生 き も の た ち の 未 来

生物多様性保全の試金石 マレーシア『ボルネオ島』
に 学 ぶ

熱
帯
雨
林
の
動
物
に
つ
い
て
知
る
機
会

の
な
い
地
元
の
子
供
た
ち
の
環
境
教
育

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
飼
育

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
野
生
生
物
局
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
で
あ
り
、
通
常
業
務
と
並
行
し

て
園
を
管
理
す
る
。
ボ
ル
ネ
オ
の
様
々

な
動
物
の
存
在
を
、
本
来
の
生
息
地
を

熟
知
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
世
に
知
ら
し
め

よ
う
と
す
る
意
義
は
大
き
い
。

　

野
生
生
物
局
は
サ
バ
州
の
土
地
の

15
％
を
保
護
区
に
指
定
し
、
違
法
伐
採

や
密
猟
の
監
視
を
行
う
ほ
か
、
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
仕
掛
け
ら
れ
た
ワ
ナ
で
傷

つ
い
て
し
ま
っ
た
ボ
ル
ネ
オ
ゾ
ウ
な
ど
の

保
護
活
動
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
住

民
に
狩
猟
許
可
の
権
限
や
密
猟
者
の
逮

川までせり出した開墾地を買い上げて森に戻し、分断されてい
た川沿岸の森をつなげる計画。生息地を限定されていた動物が
森を自由に移動できるので、生物多様性保全のために有効だ。

上／吊り橋はオランウータンが渡って
対岸の森に行けるようにと架けられた
もの。実は日本の消防署の使用済み消防
ホースが材料。このようにホースを伝っ
て渡ってくれることが期待されている。
左上／ボルネオ固有のテングザル。
左／飛行機からもプランテーションが
広がっている様子が分かる。

世
界
が
注
目
す
る

サ
バ
州
の
画
期
的
試
み

貴
重
な
森
を
継
続
的
に

自
主
管
理
し
て
い
く ■「緑の回廊」計画

Photo:David Arvidsson

秘かに観光客に人気の“猫の街”

分
断
さ
れ
た
森
を

1
つ
に
つ
な
げ
る
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な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。と
い
う
の
も
、

同
工
場
が
生
産
す
る
ム
コ
ス
タ
は
、医

療
機
関
で
風
邪
薬
や
痛
み
止
め
と
併
せ

て
処
方
さ
れ
る
需
要
の
高
い
医
薬
品

で
、仮
に
1
カ
月
間
生
産
ラ
イ
ン
を
止
め

て
し
ま
う
と
、市
場
の
在
庫
に
及
ぼ
す

影
響
が
大
き
い
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
導
入
で
は
、

Ｇ
Ｍ
Ｐ
対
応
な
ど
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム

の
信
頼
性
に
つ
い
て
の
検
証
作
業
も
不

可
欠
で
す
。今
回
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、同

工
場
の
規
模
を
考
え
る
と
実
質
2
週

間
で
の
移
行
と
い
う
計
画
は
非
常
に
難

し
い
も
の
で
し
た
。こ
れ
に
対
し
山
武

は
、綿
密
な
計
画
の
策
定
、徹
底
し
た

作
業
の
効
率
化
な
ど
を
実
施
し
、同
工

場
と
と
も
に
課
題
解
決
を
行
う
こ
と

で
、規
制
対
応
や
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性

の
検
証
を
含
め
た
移
行
作
業
を
完
了

し
ま
し
た
。

「
我
々
の
要
望
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、

山
武
の
行
き
届
い
た
対
応
で
時
間
的
に

厳
し
い
制
約
の
中
、ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を

実
現
し
て
く
れ
ま
し
た
」（
大
山
氏
）

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

P
harm

anage

と
、新
た
に
導
入
さ
れ

た
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム LIM

S

＊3

と
の
連

携
も
図
ら
れ
、一
連
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
と

品
質
管
理
業
務
と
の
間
の
や
り
と
り
を

完
全
自
動
化
。ま
た
こ
れ
ま
で
、Ｇ
Ｍ
Ｐ

関
連
デ
ー
タ
を
Ｅ
Ｒ
Ｐ
＊4

と
Ｍ
Ｅ
Ｓ
で
管

理
し
て
い
ま
し
た
が
、Pharm

anage

上
で
の
一
元
管
理
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
で
、作
業
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、今
回
の
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に

伴
い
電
子
署
名
を
実
施
し
、静
脈
認
証

シ
ス
テ
ム
と
連
携
を
図
り
つ
つ
製
造
指

図
書
や
製
造
記
録
書
を
完
全
電
子
化
し

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
実
現
。こ
れ
は
厚
生
労

働
省
が
２
０
０
５
年
に
認
可
し
た
医
薬

品
製
造
の
記
録
に
対
す
る
変
更
に
い
ち

早
く
対
応
し
た
も
の
で
す
。従
来
シ
ス
テ

ム
の
電
磁
的
な
記
録
と
紙
で
の
記
録
を

残
す
併
用
の
運
用
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

へ
と
切
り
替
え
ま
し
た
。

「
そ
の
ほ
か
、現
場
の
Ｐ
Ｃ
画
面
上
に
表

示
さ
れ
る
作
業
手
順
が
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
で
示
さ
れ
る
な
ど
、よ
り
視
認
性
の
高

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、現
場

作
業
の
効
率
性
を
さ
ら
に
万
全
な
も
の

に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」（
大
山
氏
）

　

2
週
間
と
い
う
極
め
て
短
い
期
間
で

の
導
入
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、徳

島
板
野
工
場
の
Ｍ
Ｅ
Ｓ
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

後
、1
年
以
上
を
経
た
今
日
ま
で
問
題

な
く
安
定
稼
働
を
続
け
て
お
り
、ま
す

ま
す
需
要
が
高
ま
る
ム
コ
ス
タ
の
生
産

を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

「
シ
ス
テ
ム
が
得
意
な
部
分
は
シ
ス
テ
ム

に
任
せ
、人
は
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

部
分
に
つ
い
て
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ

て
い
く
。そ
れ
が
シ
ス
テ
ム
化
の
本
当
の

意
義
だ
と
考
え
ま
す
。そ
う
し
た
取
組

み
の
地
道
な
実
践
が
、当
工
場
が
目
指

す
、世
界
に
1
つ
、す
な
わ
ち“
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
”の
競
争
力
の
実
現
に
向
け
た
重

要
な
礎
に
も
な
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま

す
」（
兼
子
氏
）

　

大
塚
製
薬
株
式
会
社
で
は「O

tsuka-

people creating new
 products 

for better health w
orldw

ide

」を

企
業
理
念
と
し
、世
界
の
人
々
の
健
康
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
に
、事
業
活
動
を

営
ん
で
い
ま
す
。「
病
気
の
治
癒
に
寄
与

す
る
医
薬
品
事
業
」と「
日
々
の
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
消
費
者
関
連
事
業
」を

ビ
ジ
ネ
ス
の
柱
に
、革
新
的
で
創
造
性
に

富
ん
だ
製
品
の
研
究
開
発
、製
造
、販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
徳
島
板
野
工
場
は
、東
京

ド
ー
ム
の
約
6
倍
に
相
当
す
る
約

27
万
㎡
と
い
う
広
大
な
敷
地
規
模
を
有

す
る
、同
社
有
数
の
生
産
拠
点
と
し
て

１
９
９
９
年
1
月
に
操
業
を
開
始
。「
人

と
環
境
に
や
さ
し
い
工
場
」を
テ
ー
マ

に
、環
境
保
全
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、２
０
０
９
年
10
月
に
は
電
気

自
動
車
も
導
入
。地
球
全
体
の
環
境
問

題
を
見
据
え
た
生
産
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
高
効
率
な
生
産
体
制
を
備
え
る
当
工

場
で
は
、操
業
以
来
、当
社
の
主
力
製
品

で
あ
る
ム
コ
ス
タ
を
休
日
を
除
く
24
時

間
体
制
で
年
間
に
し
て
約
20
億
錠
を
生

産
し
て
い
ま
す
」（
兼
子
氏
）

　

こ
の
よ
う
な
徳
島
板
野
工
場
の
高
度

な
生
産
性
を
支
え
て
き
た
の
が
、医
薬
品

製
造
に
か
か
わ
る
プ
ロ
セ
ス
を
一
貫
し
て

管
理
で
き
る
、山
武
の
医
薬
品
Ｍ
Ｅ
Ｓ

＊１

パ
ッ
ケ
ー
ジ P

harm
anage

TM

で
す
。

同
工
場
で
は
、操
業
と
同
時
に
こ
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
導
入
。作
業
者
の
ス
キ
ル
に

依
存
す
る
こ
と
な
く
入
荷
か
ら
製
造
、

出
荷
ま
で
の
作
業
や
管
理
業
務
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
徹
底
的
な
自
動
化
と
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、製
品
の
品
質
を

確
実
に
担
保
し
て
き
ま
し
た
。加
え
て
、

医
薬
品
の
製
造
に
不
可
欠
な
遵
守
基
準

で
あ
る
Ｇ
Ｍ
Ｐ
＊2

へ
の
対
応
に
も
、

P
harm

anag
e

に
よ
る
製
造
管
理
及

所　在　地：徳島県板野郡板野町松谷
操　　　業：1999 年 1月
事業内容：�胃炎・胃潰瘍治療剤「ムコ

スタ」、大豆加工栄養食品
「SOYJOY」などの製造

大塚製薬株式会社
徳島板野工場 

大塚製薬の中核生産拠点の1つに位置付けられる徳島板野工場では、先ごろ、操業開始時に導入したMESのリニューアルを実施
しました。ERP、LIMS、MESの間の連携を最適化し、製造機器とのオンライン化による製造工程の自動化をさらに徹底するととも
に、製造指図書や製造記録書の完全電子化も併せて実現。現場作業の効率化と品質向上の取組みをさらに前進させています。

大
塚
製
薬
株
式
会
社

　
　
徳
島
板
野
工
場 

FIELD
納 入 事 例

用語解説

＊1:MES
（Manufacturing Execution System）
製造業における入荷から製品の製造、
出荷に至る生産活動のトータルな最適化
を支援するシステム。製造の指示から製
造状況の把握や実績の記録のほか、作
業の手順の標準化といった局面でも役立
てられ、現場作業の効率化や品質向上
に貢献する。

＊2:GMP
（Good Manufacturing Practice）
品質の良い医薬品、医療用具などを供給
するための製造時の管理、遵守事項を定
めたもの。原材料の入庫や保管、製品
の製造や加工、さらに出荷に至るまでの
すべての過程で、製品が適切かつ安全
に作られ、一定の品質が担保されるよう、
事業者が遵守する必要のある基準。

＊3:LIMS
（Laboratory Information
 Management System）
原材料、中間品、製品の試験を行い、
品質にかかわるデータを管理し、品質管
理業務の標準化や効率化を支援するシ
ステム。各種検査機器のデータを自動
取得し、試験の効率化や品質向上に貢
献する。

＊4:ERP
（Enterprise Resource Planning）
企業全体を経営資源の有効活用の観点
から統合的に管理し、経営の効率化を
図るための手法・概念。転じて、それを
実現するため企業の基幹業務を支える統
合型ソフトウェア。

医
薬
品
M
E
S
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
導
入
が

年
間
20
億
錠
の
生
産
現
場
を
支
え
る

徹底した製造工程の自動化により
現場作業の効率化と品質向上を追求

び
品
質
管
理
の
シ
ス
テ
ム
化
が
大
き
な

威
力
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
徳
島
板
野
工
場
に
お
け

る
高
度
な
生
産
性
と
品
質
保
証
に
貢
献

し
て
き
た
Ｍ
Ｅ
Ｓ
で
す
が
、大
塚
製
薬 

で
は
２
０
０
６
年
ご
ろ
、シ
ス
テ
ム
の
老

朽
化
を
契
機
と
し
て
、そ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
向
け
た
検
討
を
開
始
。２
０
０
７
年

4
月
、
複
数
メ
ー
カ
ー
の
提
案
を 

検
討
し
た
結
果
、
既
存
シ
ス
テ
ム

P
harm

anag
e

の
最
新
版
の
採
用
が

決
定
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
徳
島
板
野
工
場
で
培
っ
て
き

た
山
武
の
実
績
を
評
価
し
、当
社
の
製

造
業
務
や
現
場
の
状
況
を
詳
細
に
熟
知

し
て
い
る
山
武
を
、改
め
て
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
選
定
し
ま
し
た
」（
今
村
氏
）

　

そ
の
後
、２
０
０
８
年
8
月
に
取
り
組

ん
だP

harm
anag

e

の
更
新
で
は
、 

２
週
間
と
い
う
短
期
間
で
い
か
に
作
業

を
完
了
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要

生産本部
徳島板野工場 生産課
課長補佐

大山 英昭氏

生産本部
徳島板野工場 
工場長

兼子 明美氏

IT推進室（徳島駐在）
課長

今村 司朗氏

実
質
2
週
間
の
移
行
作
業
で

完
全
電
子
化
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
実
現

シ
ス
テ
ム
化
の
意
義
を
追
求
し

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
す 1��環境保全に対する徳島板野工場の取組みを、工場見学の際に紹介している。

2��2009年10月より導入された電気自動車。

12

3��各工程の作業者はタッチパネルを装備したPharmanageの画面上で、必要な手順の確認、
製造機器への指示、実行結果を確認といった一連の作業を行う。

4��稼働を開始した医薬品MESパッケージ�Pharmanage。GMPに関連する製造情報などを�
一元管理している。

34

■ 徳島板野工場における
　医薬品製造 OPERA システム
　（Otsuka Pharmaceutical Electronic 
　Records Advanced System）
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の
住
み
心
地
は
大
変
快
適
で
、満
足
度

は
極
め
て
高
い
と
吉
岡
夫
妻
は
評
価
し

て
い
ま
す
。

「
着
付
け
の
稽
古
で
着
物
を
脱
い
だ
り

着
た
り
す
る
の
も
寒
く
な
く
快
適
で
す

し
、謡
曲
教
室
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち
に

も
好
評
で
す
」（
好
子
さ
ん
）

　

そ
し
て
、一
番
心
配
だ
っ
た
電
気
代
も

年
間
平
均
で
月
額
7
０
０
０
円
弱
、一
番

安
い
春
と
秋
は
4
０
０
０
円
程
度
で
、当

初
試
算
よ
り
も
安
く
な
っ
て
い
ま
す
※

。

「
外
で
飲
む
よ
り
快
適
な
家
で
晩
酌
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、帰
宅
時
間

も
早
く
な
り
ま
し
た
」（
喜
一
郎
さ
ん
）

　

全
館
空
調
シ
ス
テ
ム
が
大
き
な
効
果

を
上
げ
て
い
る
の
は
、吉
岡
夫
妻
が
契

約
し
た
住
友
林
業
の
木
造
戸
建
て
住
宅

が
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
＊3

を
い

ち
早
く
満
た
し
、高
い
断
熱
・
気
密
性

を
実
現
し
て
い
る
か
ら
で
す
。天
井
や

窓
は
北
海
道
の
基
準
を
満
た
す
高
い
断

熱
性
能
を
確
保
す
る
こ
と
で
、外
部
の

気
候
の
影
響
を
受
け
ず
に
室
内
が
快
適

に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。住
友
林
業

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
で
は
2
0
0
2

年
か
ら
、木
造
軸
組
工
法
の
住
宅
で
は

2
0
0
7
年
か
ら
、山
武
の
全
館
空
調

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、高
い
性
能
の
家
と

全
館
空
調
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
温
度
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

「
全
館
空
調
シ
ス
テ
ム
で
は
、ダ
ク
ト
の

配
管
計
画
な
ど
一
般
の
住
宅
と
は
異
な

る
設
計
が
必
要
に
な
り
ま
す
。そ
れ
に

対
し
て
、山
武
は
設
計
上
の
ア
ド
バ
イ
ス

か
ら
施
工
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
対
応
ま
で
、

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
、

安
心
し
て
提
案
で
き
ま
す
」（
渡
辺
氏
）

　

現
在
、住
友
林
業
で
は
季
節
に
応
じ

た
自
然
の
力
を
暮
ら
し
に
活
か
す「
涼

温
房
」の
考
え
方
に
基
づ
い
た
家
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
全
館
空
調
シ
ス
テ
ム
は
涼
温
房
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、一
層
、効
果
が
上

が
り
ま
す
。春
や
秋
の
よ
う
に
、季
節
の

良
い
時
期
に
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
フ

ル
に
利
用
し
、そ
れ
だ
け
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
夏
や
冬
は
全
館
空
調
シ
ス
テ
ム

を
使
う
こ
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を

最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
、温
度
差
の
な

い
、快
適
な
住
ま
い
が
実
現
し
ま
す
」

（
中
野
氏
）

　

住
友
林
業
で
は
、今
後
、「
涼
温
房
」の

考
え
方
に
基
づ
く
住
宅
と
山
武
の
全
館

空
調
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
提
案

し
、地
球
環
境
に
優
し
い
、快
適
な
住
ま

い
を
提
供
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

埼
玉
県
東
北
部
、都
心
ま
で
50
㎞
圏

内
に
位
置
し
、古
く
は
職
人
や
商
人
の

街
、近
年
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展

し
て
き
た
久
喜
市
。J
R
久
喜
駅
か
ら

バ
ス
で
5
分
余
り
の
住
宅
地
に
立
つ
家

が
吉
岡
喜
一
郎
邸
で
す
。

　

ご
主
人
の
喜
一
郎
さ
ん
は
、若
い
こ
ろ

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
謡
曲
を
十
数
人

の
お
弟
子
さ
ん
に
指
導
し
た
り
、地
域
の

仲
間
た
ち
と
テ
ニ
ス
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
す
る
な
ど
活
動
的
な
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。一
方
、奥
さ
ま
の
好
子
さ
ん

も
着
物
の
着
付
け
を
自
宅
で
教
え
る
ほ

か
、地
域
の
合
唱
団
に
参
加
す
る
な
ど

充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。そ
ん

な
吉
岡
夫
妻
が
家
を
建
て
る
こ
と
に
し

た
の
は
2
0
0
7
年
秋
の
こ
と
で
し
た
。

「
今
ま
で
住
ん
で
い
た
家
は
築
後
30
年

ほ
ど
経
っ
て
お
り
、お
風
呂
や
台
所
な
ど

の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
数
回
行
っ
て
い
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
る
と
な
れ

ば
、さ
ら
に
手
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、運
よ
く
、

お
向
か
い
の
土
地
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
、す
ぐ
に
新
し
い
家
を
建
て
よ
う
と

決
め
ま
し
た
」（
喜
一
郎
さ
ん
）

　

建
て
る
な
ら
和
風
住
宅
に
し
た
い
と

考
え
て
い
た
吉
岡
夫
妻
は
、2
0
0
8

年
1
月
、住
宅
展
示
場
に
行
き
、興
味
を

持
っ
て
い
た
住
友
林
業
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

に
入
り
ま
し
た
。

「
お
正
月
の
寒
い
こ
ろ
で
し
た
が
、玄
関

に
入
る
な
り
暖
か
い
の
で
す
。ど
こ
に

も
エ
ア
コ
ン
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の

で
営
業
の
方
に
お
聞
き
し
た
ら
全
館
空

調
と
い
う
こ
と
で
し
た
。家
中
ど
こ
に

い
て
も
暖
か
く
、す
っ
か
り
気
に
入
っ
て

し
ま
い
、間
も
な
く
契
約
を
し
ま
し
た
」

（
喜
一
郎
さ
ん
）

　

２
０
０
８
年
９
月
に
完
成
し
た
新
居

に
導
入
さ
れ
た
の
が
24
時
間
３
６
５
日
、

1
台
の
エ
ア
コ
ン
で
家
全
体
の
冷
暖

房
・
換
気
・
空
気
清
浄
を
同
時
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
山
武
の
全
館
空
調
シ
ス

テ
ム
＊1「
き
く
ば
り
TM

」（
住
友
林
業
で
の

商
品
名「
エ
ア
ド
リ
ー
ム
」）で
す
。吉
岡

夫
妻
が
一
番
気
に
入
っ
た
の
が
廊
下
や

脱
衣
所
、ト
イ
レ
や
リ
ビ
ン
グ
な
ど
家
の

中
の
ど
こ
に
い
て
も
温
度
差
が
な
い
こ

と
で
し
た
。

「
冬
季
は
、夜
中
に
ト
イ
レ
に
起
き
る
際

の
寒
さ
は
つ
ら
く
、お
風
呂
に
入
る
と
き

は
脱
衣
所
に
暖
房
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

主
人
も
血
圧
が
高
め
な
の
で
、温
度
差

で
起
こ
る
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
＊2

を
心
配
し

て
い
ま
し
た
」（
好
子
さ
ん
）

　

全
館
空
調
シ
ス
テ
ム
の
導
入
後
は
そ

の
心
配
が
な
く
な
り
、こ
れ
か
ら
年
を

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
全
館
空
調
で

快
適
な
住
ま
い
を
提
案

用語解説

埼玉県久喜市に住む吉岡喜一郎、好子ご夫妻は老後の快適な生活を送るため、高い断熱・気密性を確保した 
住友林業の注文住宅に山武の全館空調システムを組み込んだ住宅を新築。年間を通して、トイレや廊下、納戸なども
含めて家中がほぼ同じ温度で保たれた、望みどおりの快適な住まいが実現しました。

吉
岡
喜
一
郎
邸
　
　

住
友
林
業
株
式
会
社

FIELD
納 入 事 例

＊1:全館空調システム
トイレ、洗面所、廊下なども含め、年間を通して家中を快適
温度に保ち、換気、空気清浄も行う空調システム。

＊2:ヒートショック
暖かい場所から寒い場所への移動による急激な温度変化が
身体に及ぼす影響。血圧が急変動したり、脈拍が速くなった
りするため、特にお年寄りの身体には危険な場合がある。

＊3:次世代省エネルギー基準
国土交通省が1999年に定めた、住宅の断熱や気密、冷暖
房に関する基準。
家庭で消費されているエネルギーの63%が冷暖房と給湯とい
われており、住まいの断熱性能を上げることで、これらのエネ
ルギー消費を抑制する狙いがある。

家
中
、温
度
差
が
な
い
全
館
空
調
の

良
さ
を
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
体
感

電
気
代
も
安
く
、快
適
に

過
ご
せ
る
こ
と
に
大
満
足

2 1

全館空調システム導入で、
一年中温度差のない快適な暮らしを実現

住宅事業本部
営業企画部
営業戦略チーム
マネージャー

中野 邦彦氏

好子さん

吉岡 喜一郎さん

西日が当たっても、温度を自動的に調整、快適に過ごせるリビング。

埼玉県久喜市。JR久喜駅からバス5分の
住宅地に、2008年9月竣工。木造軸組工
法の2階建て、延床面積は約135㎡。ふた
りのお子さんは結婚し独立され、現在は夫
婦ふたり暮らし。

吉岡喜一郎邸

住友林業株式会社

重
ね
て
も
快
適
に
過
ご
せ
る
の
で
あ
れ

ば
、少
し
ぜ
い
た
く
か
も
し
れ
な
い
が
、

ど
ん
な
も
の
に
も
代
え
ら
れ
な
い
と
い

い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、吉
岡
夫
妻
が
一
番
心

配
し
た
の
は
毎
月
の
電
気
代
で
す
。家

全
体
を
一
年
中
空
調
す
る
と
い
う
こ
と

で
、電
気
代
が
大
幅
に
上
が
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
は
年
金
だ
け
の
生
活
に
な

る
の
で
、毎
月
の
支
出
は
で
き
る
だ
け

減
ら
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。試
算
で
は

今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
話
で
し

た
が
、正
直
い
っ
て
、半
信
半
疑
で
し
た
」

（
好
子
さ
ん
）

　

住
み
始
め
て
1
年
余
り
、新
し
い
家

1  玄関ホールの吹抜け。右手前に吹出し口があ
り、外気が入り込む玄関を空調している。階段
を上った2階の天井には空気清浄機が設置さ
れており、空気が効率よく流れるように設計さ
れている。

2  納戸にも吹出し口や換気吸込み口が設置さ
れ、デリケートな着物などの保管も安心。

3  全館空調システムの冷暖房をコントロールする
操作パネルと換気運転パネル。生活パターン
に合わせて運転パターンを設定し、快適さと省
エネルギーのバランスを保った運転を行う。

3

所　在　地：東京都千代田区大手町　
　　　　　　1-3-2
設　　　立：1948 年 2 月
事 業 内 容： 木材・建材事業、住宅及び

住宅関連事業など

住宅事業本部
技術部技術グループ
マネージャー

渡辺 康徳氏

※平成20年12月〜平成21年11月の冷暖房の電気代。このほかに換気・空気清浄の電気代（月額約1,600円）、定期点検費用（月額3,325円）が必要。



か
り
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。つ
ま
り

結
果
か
ら
原
因
を
探
り
対
策
を
行
う

「
再
発
防
止
活
動
」の
み
で
は
な
く
、
不

適
合
品
を
造
り
込
ま
な
い
よ
う
に「
品

質
に
影
響
す
る
す
べ
て
の
条
件
を
整
備

す
る
活
動
」の
両
方
が
必
要
と
の
認
識

に
至
っ
た
わ
け
で
す
。

　

以
上
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討

し
た
結
果
、
山
武
が
2
0
0
9
年
4
月

に
新
た
に
打
ち
出
し
た
施
策
は
、
造
り

込
み
品
質
を
改
善
し
て
、
工
場
に
お
け

る
工
程
内
不
良
を
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
は「
工
程
内
不
良
を
ゼ
ロ
に
近
づ

け
る
」の
で
は
な
く
、「
工
程
内
不
良
を

ゼ
ロ
に
す
る
！
」と
い
う
発
想
の
転
換
を

基
に「
工
程
内
不
良
の
撲
滅
運
動
」を
進

め
る
も
の
で
す
。こ
の
活
動
は
、
製
造
品

質
に
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ
る「
人
」

「
設
備
」「
材
料
」「
方
法
」に「
製
造
の
環

境
」を
加
え
、こ
の
5
つ
の
要
因
を
最
適

な
状
態
で
管
理
す
る
こ
と
で
、ば
ら
つ
き

を
な
く
し
、
均
質
な
製
品
の
み
が
造
ら

れ
る
工
程
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。言
葉
で
表
現
す
る
の
は
簡
単
で
す

が
、
実
際
に
取
り
組
む
と
な
れ
ば
非
常

に
難
易
度
が
高
い
も
の
で
す
。こ
の
取
組

み
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
製
造
に

か
か
わ
る
メ
ン
バ
ー
全
員
が「
不
適
合

品
は
絶
対
に
造
ら
な
い
、
不
適
合
を
起

こ
さ
な
い
」と
い
う
気
持
ち
、
す
な
わ
ち

良
い
製
品
の
み
を
生
産
し
、
顧
客
に
信

頼
さ
れ
る
製
品
を
造
る
と
い
う
強
い
信

念
を
持
つ
こ
と
が
最
も
重
要
な
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
一
環
と
し
て

組
織
面
も
強
化
し
ま
し
た
。各
事
業
部

に
客
先
不
適
合
低
減
チ
ー
ム
を
発
足
し

て
品
質
保
証
推
進
本
部
と
の
緊
密
な
連

携
を
図
る
一
方
、
品
質
保
証
推
進
本
部

内
の
Q
革
推
進
グ
ル
ー
プ
を
強
化
し
て

各
生
産
部
門
の
工
程
内
不
適
合
の
撲

滅
活
動
を
支
援
し
、
こ
れ
ら
2
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
両
輪
と
な
っ
て
山
武
の
品
質

改
善
活
動
を
牽
引
す
る
と
い
う
体
制

を
整
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Q
革
推
進
グ
ル
ー
プ
で
は
現

場
で
の
工
程
内
不
良
を
減
ら
す
た
め
の

取
組
み
支
援
の
ほ
か
、
品
質
教
育
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
品
質
教
育
で

は
、
品
質
改
善
を
確
実
に
推
進
す
る
た

め
の
方
法
の
指
導
を
中
心
と
し
た
活
動

を
実
施
し
て
お
り
、
Q
C
検
定
の
資
格

保
有
者
や
、
Q
C
サ
ー
ク
ル
の
適
切
な

実
践
を
支
援
す
る『
Q
C
サ
ー
ク
ル
指

導
士
』（
左
コ
ラ
ム
参
照
）の
資
格
を
持
っ

た
人
員
も
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

品
質
改
革
と
一
口
に
言
っ
て
も
、実
際

に
は
一
朝
一
夕
に
成
果
が
得
ら
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。以
上
の
よ
う
な
全

社
挙
げ
て
の
活
動
を
、
5
～
10
年
と
い

う
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
地
道
に
続
け

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
お
客
さ

ま
の
真
の
満
足
を
獲
得
で
き
る
。そ
う

い
う
性
質
の
取
組
み
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

山
武
で
は
古
く
か
ら
Q
C
サ
ー
ク
ル

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、常
に

「
品
質
」を
念
頭
に
置
い
た
施
策
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。2
0
0
4
年
に
は
、
各

事
業
ラ
イ
ン
の
品
質
保
証
部
と
は
別
に

社
長
直
下
の
品
質
保
証
推
進
本
部
を
立

ち
上
げ
、
品
質
へ
の
取
組
み
を
、
そ
れ
ま

で
の
各
事
業
単
位
に
よ
る
実
践
か
ら
、カ

ン
パ
ニ
ー
を
超
え
た
会
社
横
断
的
な
活

動
へ
と
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
山
武
の
品

質
状
況
が
ま
だ
ま
だ
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に

あ
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
反
省
が
あ

り
ま
し
た
。そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
競
争
力

を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
は
、品
質
改
善

に
向
け
た
取
組
み
を
全
社
を
挙
げ
て
の

活
動
へ
と
高
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
製
品
の
故
障
率
を

3
年
先
に
は
そ
の
3
分
の
1
に
、故
障
に

ま
つ
わ
る
回
収
不
能
原
価
を
2
分

の
1
に
低
減
す
る
と
い
う
目
標
を

2
0
0
6
年
に
立
て
、そ
の
達
成
に
向
け

て
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
0
6
年
、
2
0
0
7
年
と
取
組

み
を
進
め
る
中
で
、故
障
率
、回
収
不
能

原
価
と
も
に
着
実
に
低
減
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
、相
応
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
い

え
ま
す
。し
か
し
、
そ
の
低
減
の
推
移
自

体
が
や
や
緩
慢
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同

様
の
施
策
を
継
続
し
て
い
た
の
で
は
や

が
て
限
界
に
達
し
、
当
初
の
目
標
を
達

成
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
予
想
さ
れ

ま
し
た
。そ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る

に
は
、
従
来
の
施
策
を
超
え
た
抜
本
的

な
改
革
と
い
う
も
の
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
山
武
で
は
、
品
質
に
つ
い
て
の

社
内
の
実
態
を
改
め
て
調
査
し
ま
し

た
。2
0
0
8
年
4
月
か
ら
約
3
カ
月

を
か
け
て
、各
カ
ン
パ
ニ
ー
社
長
や
事
業

本
部
長
、
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
社
内

の
70
～
80
人
と
面
談
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
各
人
の
品
質
に
関
す
る
考
え
方
や

想
い
と
い
っ
た
も
の
を
直
接
聞
き
取
っ
て

調
査
す
る
と
い
う
取
組
み
は
、
品
質
保

証
推
進
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ま

し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
各
人
と
も
品
質
に
関
し
て
は
十
分

な
意
識
を
持
ち
、
総
じ
て
品
質
改
善
に

向
け
た
取
組
み
も
積
極
的
に
実
践
し
て

お
り
、誰
も
品
質
に
関
し
て
手
を
抜
い
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
同
じ
よ

う
な
取
組
み
だ
け
で
品
質
改
善
を
継
続

し
て
い
て
も
、
抜
本
的
に
品
質
を
改
善

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
以
下
の
新
し
い

取
組
み
を
始
め
た
の
で
す
。

　

ま
ず
、各
部
署
で
は
、客
先
で
製
品
の

不
適
合
が
発
生
し
た
際
、
現
状
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
か
調
査
を
実
施
し

人を中心としたオートメーションを目指して Mind
Human-centered automation vol.20

品
質
に
か
か
わ
る
取
組
み
の
成
果
を
真
摯
に
評
価
し

常
に
さ
ら
な
る
改
善
策
を
追
求
。

現
場
の
一
人
ひ
と
り
の
意
識
変
革
に
基
づ
く
、

全
社
挙
げ
て
の
品
質
改
革
の
継
続
的
実
践
に
よ
り
、

真
の
顧
客
満
足
獲
得
を
目
指
す
。

施
策
の
成
果
の
真
摯
な
評
価
に
よ
り

抜
本
的
な
品
質
改
革
の
必
要
性
を
認
識

再
発
防
止
活
動
と

工
程
内
不
良
ゼ
ロ
活
動
の
両
輪
へ

全社を挙げての品質改革の取組みにより
真の顧客満足の獲得を目指す

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は

現
場
の
一
人
ひ
と
り
の
強
い
信
念

株式会社 山武
取締役

執行役員常務

河内 淳
株式会社 山武

品質保証推進本部
本部長

伊藤 輝男

株式会社 山武
品質保証推進本部
Q革推進グループ
グループマネージャー

黒田 正人

QCサークル指導士である大塚俊雄（写真右）がQCサークルの中で
品質改善活動の指導を行う。

日本科学技術連盟が2000年4月からスタートさせている、
QCサークル活動の普及と発展のために、企業・団体などに
おいて正しくQCサークル活動を教育・指導できる人材を認
定する世界で唯一の資格。山武には同資格の取得者1人
が在籍しており、山武をはじめとするazbilグループ各社の品
質改善活動を支援しています。また、山武では今後の品質
改革の一環として、このQCサークル指導士を推奨資格の
1つに位置付け、社員の資格取得を促進していきます。

QC サークル指導士とは

ま
し
た
。具
体
的
に
は
、各
事
業
体
で
ど

う
い
う
製
品
の
不
適
合
が
発
生
し
、
そ

れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
手
を
打
っ
た

か
を
調
べ
、
そ
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
ま

し
た
。

　

一
般
に
不
適
合
発
生
時
に
は
、
お
客

さ
ま
の
業
務
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
に
、
現
在
起
こ
っ
て
い
る
事

象
を
除
去
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、そ
の

事
象
に
至
っ
た
要
因
を
究
明
し
て
、今
後

に
向
け
て
の
再
発
防
止
策
を
取
る
と
い

う
の
が
基
本
で
す
。と
こ
ろ
が
、
調
査
の

結
果
か
ら
は
、
発
生
し
た
不
適
合
の
中

に
は
発
生
要
因
の
分
析
と
対
策
の
実
施

に
時
間
が
か
か
り
、
厳
密
な
意
味
で
根

本
的
な
再
発
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
が

難
し
い
問
題
も
多
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

発
生
し
た
不
適
合
事
象
に
対
し
て

は
、関
係
者
の
努
力
に
よ
り
で
き
る
だ
け

迅
速
に
再
発
防
止
策
を
取
っ

て
い
る
が
、
1
年
間
と
い
う

長
い
ス
パ
ン
で
改
め
て
検
証

し
て
み
る
と
再
発
防
止
対
策

の
難
し
い
問
題
も
多
い
と
い

う
現
状
が
見
え
て
き
ま
し

た
。ど
う
し
て
起
こ
っ
た
の

か
と
い
う
事
実
は
分
か
っ
て

も
、
そ
の
事
実
を
踏
ま
え
作

業
工
程
を
さ
か
の
ぼ
り
、
不

適
合
品
が
発
生
し
な
い
仕
組

み
や
、
も
の
づ
く
り
に
反
映

し
て
根
本
的
な
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
が
難
し
い
問
題
も

あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い

た
の
で
す
。再
発
防
止
策
が

完
全
に
実
施
で
き
れ
ば
不
適

合
の
発
生
は
低
減
さ
れ
ま
す

が
、
発
生
し
た
結
果
か
ら
原

因
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
対
策
を

施
す
と
い
う
や
り
方
の
み
で

は
、
対
策
の
実
施
に
時
間
ば

■azbilグループ 品質改善活動組織図
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トポンプ・蓄熱センターが開催した「第6回ヒートポンプ・
蓄熱シンポジウム」において、「平成21年度蓄熱システ
ム運転管理等の改善事例」の奨励賞を受賞しました。
ヒートポンプ・蓄熱シンポジウムでは、日常の蓄熱シス
テムの運転管理、運用、設備改良などの改善に、より
効果があった事例に対して、その開発や改善プロセ
スにおける努力を評価し、一般公募されたものの中か

ら表彰しています。
当社では藤沢テクノセンター第100建物を対象に

「BEMSを活用した熱源管理の改善」を当社製中
央監視装置（建物管理システム savic-net FX）及
びBEMSを利用しデータの検証、運用改善を行った
結果、年間を通じて15%の大幅な省エネルギーを実
現し、特に熱源・熱搬送では26.2%の削減を実現し
たことが評価されました。

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 -1006
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インドに現地法人設立で許可を取得、2010年初頭の営業開始を目指す

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 -1006

株式会社 山武は、インドにおける現地法人設立に向
けた直接投資について申請を行い、このたびインド財
務省から承認を受けました。
当社は、重点市場である中国、東南アジアをはじめ、
海外事業の高い成長を目指し、事業を展開していま
す。2008年6月、ニューデリーに隣接したハリヤナ州
グルガオン地区にインド駐在員事務所を開設、日系企
業の工場建設に伴う需要調査や市場調査に基づく
販売代理店の開拓、営業・技術支援などを行ってきま
した。その結果、伸長著しいインドの成長を支えるエネ
ルギー・素材・自動車などのプロセスオートメーション

（PA）市場やファクトリーオートメーション（FA）市場へ
のライフ・サイクル・ソリューションの提供及び今後成
長が見込まれる業務用ビルオートメーション市場への
展開のため、100%出資の現地法人を設立することと

しました。これにより、日系顧客へのサービス強化並び
に品質と顧客課題解決力をベースに現地顧客の開
拓を行うことが可能となります。現在、現地法人を
2010年初頭に営業開始するために準備を進めてい
ます。

【インド現地法人概要】
社　　名： アズビルインド株式会社（予定）
設立予定日： 2010年初頭（予定）
住　　所： インド  マハラシュトラ州 ムンバイ市（予定）
資 本 金： 3,400万ルピー（約6,500万円）
社　　長： 未定
 業務内容：  制御・監視システム及び計測・制御機器

及びシステムのエンジニアリング・計装工
事・製造・輸入販売・保全サービス

＊ 白玉蘭：中国語で「白
はくもくれん

木蓮」を意味し、上海の市花として市
のシンボルである。

● 株式会社 山武　
　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006　
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アズビル台湾、メンテナンスセンター設立1周年

azbilグループ中国現地法人の
総経理が上海市政府より
白玉蘭栄誉賞を受賞

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006

株式会社 山武の海外現地法人であるアズビル台湾
株式会社は、2008年10月にメンテナンスセンターを
開設し、このたび開設1周年を迎えました。
これを機にセミナーを開催し、メンテナンスセンターの
紹介と併せて、メンテナンスセンターがお客さまに提
供できるサービスである「調節弁整備の効率化」「CV

株式会社 山武の海外現地法人であるアズビルコント
ロールソリューション（上海）有限公司及び上海アズビ
ル制御機器有限公司総経理である友永道宏が、上
海市政府から「白

はくぎょくらん

玉蘭＊栄誉賞」を受賞しました。
「白玉蘭栄誉賞」は、上海経済と社会発展のために
突出した貢献をした外国籍の方のために上海市政府
が設立したもので、外国人に与えられる最も栄誉ある
賞です。

（コントロールバルブ）ドクターによる調節弁劣化評
価方法実例紹介」「調節弁メンテナンスサポートシス
テム Valstaff（バルスタッフ）～そのコンセプトと活用
事例～」の説明をしました。セミナー後、メンテナンスセ
ンターへ移動し、エンジニアからメンテナンスセンター
の設備や提供しているサービスの紹介を行いました。
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azbilグループ、技術研究報告書「azbil テクニカルレビュー」を発行
株式会社 山武は、azbilグループにて行われた研究
開発の論文集、「azbil テクニカルレビュー」（2009
年12月発行号）を発行しました。
本誌では、巻頭言として東京工業大学大学院社会理
工学研究科 妹尾 大 准教授に「企業による価値創

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006
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工場・プラント向けオートメーションシステムが
フィールドバス協会のホスト認証を取得

2009湘南国際マラソンに協賛　
〜環境に配慮した大会づくりを積極的にサポート〜

株式会社 山武は、当社の工場・プラント向け高信頼
オープン・オートメーション・システム Industrial-DEO

（インダストリアル・デオ）及び協調オートメーション・シ
ステム Harmonas（ハーモナス）が、フィールドバス協
会（Fieldbus Foundation）のホスト認証を取得しま
した。
フィールドバス協会のホスト認証とは、ホスト（DCS）
システムと複数メーカーの高度な診断機能を持つ
フィールド機器との相互運用性品質を保証するため

株式会社 山武は、湘南国際マラソン実行委員会が
主催している「2009湘南国際マラソン」に協賛しまし
た。また、環境に配慮したマラソン大会を推進するため
の活動団体「エコ・フレンドシップ」の推進リーダーとし
て、本大会の環境活動を積極的にサポートしました。
今回の大会では、これまでの大会と
同様にメイン会場内に設置されたス
テーションでの資源分別回収活動
や、本大会で発生する環境負荷の
分析を行いました。またブースでは、
空ペットボトルを使用してのエコクラ
フト教室や、地産地消に配慮した豚
汁、有機栽培豆を使用したコーヒー
などを振る舞うエコカフェを実施。
さらに昨年と同様に10kmの部の
ゼッケンスポンサーにも協賛、本大
会を積極的にサポートしました。

に、フィールドバス協会が実施しているホストシステム
認証・登録制度です。認証取得により、認証取得ロゴ
マーク（Fマーク）が与えられ、フィールドバス協会の認
定ホストシステムメーカーリストに掲示されます。世界
各国のユーザーはホストシステム認証により、その相
互運用性の品質基準を確認することができます。現
在、当社を含め6社のホストシステムがフィールドバス
協会のホスト認証を取得しています。

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006

▶内容はこちらから　http://jp.azbil.com/library/
▶資料請求はこちらから　https://jp.azbil.com/form/

造方法の歴史的転回」について寄稿いただいていま
す。また、本文では「安全、安心実現のための技術」、

「省エネルギー技術」、「計測制御技術」などの分野
において、「人を中心としたオートメーション」を実現す
るための研究開発の事例を紹介しています。

14　　　Jan.201015 Jan.2010
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